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○
役
員
会

　
・
四
月
一
三
日
　 「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
講
演
会
開
催
に
つ

い
て
」

　
・
一
〇
月
一
九
日
　 「
講
演
会
開
催
並
び
に
来
年
度
予
算
計
画
に

つ
い
て
」

○
参
禅
会
運
営
委
員
会

　
・
四
月
一
三
日
　 「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
今
年
度
研
修
旅
行

に
つ
い
て
」

　
・
一
〇
月
一
九
日
　 「
来
年
度
予
算
計
画
並
び
に
来
年
度
研
修
旅

行
に
つ
い
て
」

○
『
禅
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会

　
・
一
一
月
三
〇
日
　「『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
五
〇
号
に
つ
い
て
」

○
研
修
旅
行

　
　（
中
止
）

○
禅
籍
資
料
調
査

　
　（
中
止
）

○
火
曜
参
禅
会

　
・
七
月
一
三
日
、
一
一
月
九
日
、
一
二
月
七
日
（
成
道
会
摂
心
）、

一
月
一
一
日
（
実
施
し
た
回
の
み
掲
載
）

○
禅
と
法
話
の
会
“
放
光
”

　
・
一
〇
月
一
八
日
、
一
一
月
一
五
日
、
一
二
月
二
〇
日
、
一
月
一

七
日
（
実
施
し
た
回
の
み
掲
載
）

○
講
演
会

　
　（
中
止
）
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○
日
進
市
提
案
型
大
学
連
携
事
業

　
・
一
二
月
一
八
日
「
心
と
体
の
健
康
生
活
│
愛
学
メ
ソ
ッ
ド
│
禅

を
味
わ
う
」

　
・
一
月
二
九
日
「
心
と
体
の
健
康
生
活
│
愛
学
メ
ソ
ッ
ド
│
禅
を

味
わ
う
２
」

○
令
和
三
年
禅
研
究
所
所
員
・
研
究
員
に
よ
る
著
書
・
学
術
論
文

（
仏
教
・
宗
教
関
係
）

石
田
尚
敬

「
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
以
降
の
言
語
哲
学
の
展
開
│
〈
他
の
排

除
〉
の
分
類
を
手
掛
か
り
と
し
て
│
」『
愛
知
学
院
大
学
文

学
部
紀
要
』
五
〇

「〈
知
の
形
象
〉
は
語
の
意
味
か
│
ダ
ル
モ
ー
ッ
タ
ラ
の
考
察
を

手
掛
か
り
と
し
て
│
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
九

「
シ
ャ
ー
キ
ャ
ブ
ッ
デ
ィ
の
ア
ポ
ー
ハ
論
の
思
想
史
的
位
置
付

け
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六
九
（
二
）

大
松
久
規

「『
覚
意
三
昧
』
に
見
ら
れ
る
禅
観
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』

六
九
（
二
）

「
宝
地
房
証
真
の
「
四
種
三
昧
」
受
容
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四

九
「『
方
等
三
昧
行
法
』
に
見
ら
れ
る
禅
観
」『
曹
洞
宗
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
二
二

木
村
文
輝

『
な
ん
と
な
く
、
仏
教
│
無
宗
教
の
正
体
│
』
大
法
輪
閣

「
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
瞑
想
論
（
８
）
│
『
シ
ュ
リ
ー
・
バ
ー

シ
ュ
ヤ
』
Ⅲ
・
3
・
44
〜
54
読
解
│
」『
愛
知
学
院
大
学
人

間
文
化
研
究
所
紀
要 

人
間
文
化
』
三
六

「
仏
教
は
「
い
の
ち
」
の
問
題
に
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
」『
花

園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
一
六

菅
原
研
州

『
現
代
語
訳 

瑩
山
禅
師
『
洞
谷
記
』』（
共
著
）
春
秋
社

「
道
元
禅
師
の
「
脱
落
の
語
」
に
つ
い
て
」『
曹
洞
宗
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
二
二

「
指
月
慧
印
の
教
育
論
│
附
録
『
不
能
語
参
請
』
翻
刻
資
料
│
」

『
日
本
仏
教
教
育
学
研
究
』
二
九

「
近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て
│
附
録
『
丘
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宗
潭
老
師
『
室
内
三
物
秘
辨
』
提
唱
録
』
翻
刻
資
料
│
」

『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
八
（
一
・
二
・
三
合
併

号
）

「
洞
門
に
お
け
る
『
教
授
戒
文
』
の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て
│

附
録
『
丘
宗
潭
老
師
『
教
授
戒
文
』
提
唱
録
』
翻
刻
資
料
│
」

『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
八
（
一
・
二
・
三
合
併

号
）

「
丘
宗
潭
の
思
想
研
究
│
附
録
・
丘
宗
潭
『
眼
蔵
提
唱
』
翻
刻

資
料
│
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
八
（
一
・

二
・
三
合
併
号
）

「「
禅
戒
一
如
」
と
「
禅
戒
双
修
」
│
附
録
『（
仮
題
）
仏
戒
相

承
論
』
翻
刻
資
料
│
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
九

「
面
山
瑞
方
禅
師
と
そ
の
周
辺
（
一
）」
永
福
面
山
和
尚
鑽
仰
会

『
永
福
会
報
』
令
和
三
年
度
号

横
山
龍
顯

『
瑩
山
禅
師
『
伝
光
録
』
│
諸
本
の
翻
刻
と
比
較
（
7
）
│
』

（
共
著
）
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

「
近
世
成
立
の
瑩
山
紹
瑾
伝
に
お
け
る
悟
則
と
そ
の
典
拠
│
中

世
太
源
派
文
献
か
ら
の
影
響
を
中
心
に
│
」『
印
度
學
佛
教

學
研
究
』
七
〇
（
一
）

「
新
釈 

瑩
山
禅
師
伝
（
1
）〜（
8
）」『
跳
龍
』
七
三
（
四
）
〜

（
一
一
）

「
二
〇
一
九
年
度 

仏
教
経
済
研
究
所 

寺
院
調
査
レ
ポ
ー
ト 

地

域
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
役
割
（
4
）
│
台
湾
台
南
市
の
寺

院
調
査
か
ら
│
」『
佛
教
経
済
研
究
』
五
〇

「
瑩
山
禅
師
の
城
万
寺
昇
住
と
そ
の
周
辺
│
義
演
か
ら
の
伝
戒

に
注
目
し
て
│
」『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会

紀
要
』
二
二

「
瑩
山
禅
師
伝
の
再
検
討
（
1
）
│
伝
記
資
料
の
成
立
過
程
と

そ
の
問
題
点
│
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
九
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〇
寄
贈
図
書
目
録

（
令
和
三
年
三
月
〜
令
和
四
年
二
月
）

　（
寄
贈
者
五
〇
音
順
・
敬
称
略
）

　
左
記
の
図
書
を
御
恵
贈
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
研
究
資
料
と
し
て
永
く
保
存
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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あ
つ
た
　
二
六
九 

熱
田
神
宮
宮
庁

放
生
津
の
祭
│
海
が
は
ぐ
く
む
曳
山
・
築
山

 

射
水
市
新
湊
博
物
館

叡
山
学
院
研
究
紀
要
　
四
三 

叡
山
学
院

傘
松
　
九
三
〇

－
九
四
一 

永
平
寺

真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
　
三
八 

大
谷
大
学

親
鸞
教
学
　
一
一
三

－

一
一
四

 

大
谷
大
学
真
宗
学
会

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所
報
　
七
七

－

七
八 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所

仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
　
一
一
〇

－
一
一
二

 

大
谷
大
学
仏
教
学
会

日
本
の
心
に
共
感
し
た
ア
メ
リ
カ
文
学

 

開
文
社
出
版

道
光
　
七
四
九

－

七
五
七 

可
睡
斎

川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
　
六

 

川
崎
大
師
教
学
研
究
所

記
主
禅
師
研
究
所
紀
要
　
四 

記
主
禅
師
研
究
所

共
生
文
化
研
究
　
六 

共
生
文
化
研
究
所

真
宗
文
化
　
二
九

－

三
〇

 

京
都
光
華
女
子
大
学
真
宗
文
化
研
究
所

研
究
紀
要
　
三
四

 
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所

西
山
学
苑
研
究
紀
要
　
一
五

－

一
六

 

京
都
西
山
短
期
大
学

藝
文
研
究
　
一
一
八

－

一
一
九
（
二
）

 

慶
應
義
塾
大
学
芸
文
学
会

G
enG
en  2 

幻
原
社

『
吽
字
義
』
の
研
究

 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
三
四

 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

国
際
宗
教
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　
九
五

 

国
際
宗
教
研
究
所

日
本
研
究
　
六
一

－

六
三

 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
　
二
五

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

仙
石
山
仏
教
学
論
集
　
一
二

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

国
際
仏
教
学
研
究
所
紀
要
　
三

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置

 

国
際
仏
教
学
研
究
所

宗
教
学
論
集
　
四
〇 

駒
沢
宗
教
学
研
究
会

日
本
文
化
研
究
　
一
四

 

駒
沢
女
子
大
学
日
本
文
化
研
究
所

駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
　
三
二
・
特
別
号

 

駒
澤
大
學
襌
研
究
所

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
　
五
四

 

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
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駒
澤
大
學
佛
教
学
部
研
究
紀
要
　
七
九

 

駒
澤
大
學
佛
教
学
部

駒
澤
大
學
佛
教
学
部
論
集
　
五
一

－

五
二

 

駒
澤
大
學
佛
教
学
部

佛
教
経
済
研
究
　
五
〇

 

駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所

駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
　
七
八

 
駒
澤
大
学
文
学
部

斯
文
　
一
三
六 
㈶
斯
文
会

密
教
学
　
五
七 

種
智
院
大
学
密
教
学
会

佛
教
文
化
研
究
　
六
五 

浄
土
宗
教
学
院

佛
教
論
叢
　
六
五 

浄
土
宗
教
学
院
布
教
師
会 

 

法
式
教
師
会
総
合
研
究
所

深
草
教
学
　
三
二 

浄
土
宗
西
山
深
草
派
宗
務
所

浄
土
宗
総
合
研
究
所
年
報
教
化
研
究
　
三
二

 

浄
土
宗
総
合
研
究
所

浄
土
真
宗
総
合
研
究
　
一
四

 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

宗
報
　
八
四
六

－

八
五
七

 

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

真
言
宗
豊
山
派
宗
報
　
八
六
〇

－

八
七
一

 

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

聖
和
学
園
短
期
大
学
紀
要
　
五
八

 

聖
和
学
園
短
期
大
学

平
和
の
た
め
の
宗
教
│
対
話
と
協
力
　
一
三

 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

浅
草
寺
佛
教
文
化
講
座
　
六
五 

浅
草
寺

跳
龍
　
八
二
三

－

八
三
三 

總
持
寺

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
　
二

二 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

と
も
に
生
き
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
　

 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
研
究
紀
要
　
三
四

 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
報
　
二
〇
二
〇

－

二

〇
二
一 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
　
五
一

 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
報
　
一
〇
二
六

－

一
〇
三
七

 
曹
洞
宗
宗
務
庁

大
雄
　
一
六
二

－

一
六
六 
大
雄
山
最
乗
寺

浄
土
宗
學
研
究
　
四
六

 

知
恩
院
浄
土
宗
學
研
究
所

チ
ャ
ン
ダ
ナ
　
二
八
五

－

二
八
八

 

中
央
学
術
研
究
所

中
央
学
術
研
究
所
紀
要
　
五
〇

 

中
央
学
術
研
究
所

大
般
若
会
撮
要
　 

滴
禅
会
事
務
局

天
台
学
報
　
六
二 

天
台
学
会

東
海
佛
教
　
六
九
（
二
） 

東
海
印
度
学
仏
教
学
会

東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集
　
七
一（
二
）－

七
二

（
一
） 

東
京
女
子
大
学

日
本
文
学
　
一
一
七

 

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
部
会

仏
教
文
化
　
六
〇 

東
京
大
学
仏
教
青
年
会

瑩
山
禅
師
『
洞
谷
記
』　 

『
洞
谷
記
』
研
究
会

博
物
館
学
年
報
　
五
二

 

同
志
社
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程

東
方
學
　
一
四
二

－

一
四
三 

東
方
學
會

閲
蔵
　
一
五 

同
朋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
報
　
三
四

 

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
四
〇
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同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

東
洋
思
想
文
化
　
七
四 

東
洋
大
学

東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
　
三
六

 

東
洋
哲
学
研
究
所

成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
　
四
四

 

成
田
山
新
勝
寺
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南
山
宗
教
文
化
研
究
所

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
報
　
三
一

 

南
山
宗
教
文
化
研
究
所

日
蓮
宗
　
新
・
電
子
聖
典
　

 

日
蓮
宗
宗
務
院
伝
道
部

教
化
学
研
究
　
一
二 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

現
代
宗
教
研
究
　
五
五

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

印
度
學
佛
教
學
研
究
　
一
五
四

－

一
五
五

 

日
本
印
度
学
佛
教
学
会

宗
教
研
究
　
四
〇
〇

－

四
〇
二 

日
本
宗
教
学
会

日
本
中
國
學
會
報
　
七
三 

日
本
中
國
學
會

日
本
仏
教
教
育
学
研
究
　
二
九

 

日
本
仏
教
教
育
学
会

密
教
学
研
究
　
五
三 

日
本
密
教
学
会

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
報
　
五
八

－

五
九 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

人
権
教
育
研
究
　
二
九

 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

コ
ロ
ナ
が
あ
ら
わ
に
し
た
分
断
さ
れ
る
意
識
　

 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
編

豊
山
教
学
大
会
紀
要
　
四
九 

豊
山
教
学
振
興
会

仏
教
学
会
紀
要
　
二
六 

佛
教
大
学
仏
教
学
会

宗
務
時
報
　
一
二
五 

文
化
庁
宗
務
課

宗
教
年
鑑
　
令
和
三
年
度 

文
化
庁
編

対
話
哲
学
と
し
て
の
道
元
思
想
　 

法
蔵
館

松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
　
三
五 

松
ヶ
岡
文
庫

身
延
論
叢
　
二
六 

身
延
山
大
学
仏
教
学
会

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
　
二
一

 

身
延
山
大
学
仏
教
学
部

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
三
七

 

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
　
四
七

 

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所

法
華
文
化
研
究
　
四
七

 

立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所

佛
教
学
研
究
　
七
六 

龍
谷
大
学
仏
教
学
会

龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
　
二
五

 

龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室

未
来
へ
　 

霊
友
会

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要
　
一
四

 

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所


